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1 全体像と基本理念 

 第５期横浜市地域福祉保健計画の全体像は以下のとおりです。 

 計画推進を通じて目指す全市に共通する目標像を「基本理念」として設定しました。 

 基本理念の達成に向けた地域像として「目指す姿（P.27）」を３つのキーワードに整理し、目指す姿に 

 向けた具体的な取組を「推進のための取組（P.29）」として記載しました。 

 さらに、計画の推進にあたり主に支援機関が共通して持つべき視点・姿勢を「推進の視点（P.81）」とし

てまとめています。 

 

 

目指す姿１

＜認めあい＞
お互いに尊重し、
安心して自分らしく
暮らせる地域

目指す姿3

＜ともに＞
助けが必要な人も、
手を差し伸べる人
も、ひとりで抱え込
まない地域

目指す姿2

＜つながり＞
気にかけあい、
支えあい、健やかに
暮らせる地域

＜基本理念＞ ～計画の推進を通じて目指す目標像～

誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせる
「よこはま」をみんなでつくろう

１．身近な地域で支えあう仕組みづくり

２．地域における福祉保健活動を推進するための基盤づくり

３．多様性を尊重した幅広い市民参加の促進

＜推進のための取組＞

＜推進の視点＞

① 地域住民と支援機関・関係機関の協働により、地域福祉保健を推進する

② 一人ひとりの暮らしに着目して支える
③ 既存の枠組みにとらわれず解決に向けて取り組む

第5期横浜市地域福祉保健計画（愛称：よこはま笑顔プラン）

計画期間：２０２４（令和６）年度～2028（令和10）年度
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2 目指す姿 

１．認めあい 

～お互いに尊重し、安心して自分らしく暮らせる地域～ 

 地域には様々な立場や背景の人がいます。その中には、その存在が十分に認識されず、孤立しがち

になるなどの生きづらさを抱えた人もいます。また、社会や生活環境の変化により、あるがままの自

分でいることが難しくなっている人もいます。 

 どのような人でも、安心して自分らしく暮らしていくためには、身近な地域で「受け入れられている」、

「ここにいていい」と感じられることが必要です。 

 同じまちの中で一人ひとりの多様性を広く受け入れ「お互いを知り、認めあい、尊重する」ことで、誰

もが安心して自分らしく暮らせる地域社会を目指します。 

 

２．つながり 

～気にかけあい、支えあい、健やかに暮らせる地域～ 

 一人ひとりの「つながり」の形は多様です。近所の人と世間話をする、ひとり暮らしの方を日頃から

気にかけている、共通の趣味を持った者同士で集まる、生活の中で様々な困難を抱えている人が近

隣の住民や専門職のサポートを受ける。これらはいずれも暮らしの中にあるかけがえのない「つな

がり」といえます。 

 交流する場や機会を通じて、人と人との「つながり」をつくることは、暮らしを生きがいのある充実し

たものとし、心身の健康にも良い効果をもたらすことが期待されます。 

 人と人との「つながり」が、心身の健康や役割の創出などを通して支えあいへと発展し、暮らしやす

い地域の実現へと近づきます。 

 一方で、コロナ禍の影響や社会環境の変化により、これまでに比べて、つながりや気にかけあう機会

が減少してしまっている地域もあります。 

 今改めて身近な地域でつながることの大切さを共有し、お互いに気にかけあい、支えあえる地域を

目指します。 

 

３．ともに 

～助けが必要な人も、手を差し伸べる人も、ひとりで抱え込まない地域～ 

 困りごとを抱えながら暮らしている人の中には、「周囲に知られたくない」、「誰に頼れば良いか分か

らない」など、助けてと言えない人も多くいます。その一方で、「困っている人に気付いていても、どう

すればよいか分からない」、「どう支援したらよいか分からず、抱え込んでしまっている」といった人も

います。 

 助けが必要な人も、手を差し伸べる人も、孤立することなく、周囲に相談できる環境を地域の中に整

えていくことが必要です。 

 「住民同士のつながり」や「行政・関係機関等の分野を超えた連携」の推進など、あらゆる人や主体

が「ともに」取り組んでいくことで、ひとりで抱え込まない地域を目指します。 
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3 目指す姿と取組のつながり 

第５期横浜市地域福祉保健計画では、取組が「目指す姿」に至るまでの流れを整理するために、ロジ

ックモデルを作成しました。以下の図では、「目指す姿」を“最終アウトカム”とし、第５期横浜市地域福祉

保健計画の取組とどのようにつながっているか示しています。（「ロジックモデル」についての詳細な説明

は、P.84を参照） 

 

活動（5期の取組） 直接アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム

1(1)日常的なつなが
りを通じた住民による
支えあいの充実

1(2)課題解決に向け
た住民・関係機関・団
体の連携

1(3)身近な地域にお
ける総合的な権利擁
護の推進

2(1)地域における関
係組織・団体の体制
の強化

2(2)社会福祉法人・
企業・学校等の主体
的な参画に向けた支
援

2(3)区役所・区社
協・地域ケアプラザ等
の協働による地域を支
える基盤づくり

3(1)多様性を理解し、
尊重しあえる地域づく
り

3(2)交流・つながり、
社会に参加する機会
の創出と拡充

3(3)つながりを通じた
健康づくりの推進

②住民同士の日常のつなが
りが増える

⑩多様な立場や背景、価値
観の違いを知る機会が増え
る

④孤立している人が身近な
地域でつながる機会がある

⑪幅広い市民参加に向けて、
これまで参加できなかった人
が参加できる地域活動が広
がっている

⑫つながりや交流による健康
づくりを行う人が増える

⑬身近な地域に健やかに過
ごすための場所や機会が増
える

⑥多様な主体による地域活
動が広がる

⑦多様な主体が地域課題を
共有している

⑨個別課題解決の視点を
持った地域支援ができている

⑧地域における個別の困りご
とを関係者が連携して受けと
められる（支援者が１人で
抱え込まない）

⑤意思決定に支援が必要な
人も、地域の中で自分らしく
暮らせる

(E)住民が多様
性を理解し、尊重
し合える

(B)困りごとを抱
える人が安心して
自分らしく暮らせ
る

(A)住民の支えあ
いが充実する

認めあい
（ お 互 い に 尊
重し、安心して
自分らしく暮ら
せる地域）

つながり
（気にかけあい、
支えあい、健や
かに暮らせる地
域）

ともに
（助 けが 必要
な人も、手を差
し伸べる人も、
ひとりで抱え込
まない地域）

①困りごとを抱えた人に気づ
く機会が増える

③住民同士が地域課題の解
決に向けて話しあえている

1(4)生活困窮者支
援を通じた地域づくり

アウトカムの達成に向けた
取組の内容

取組の結果として生じた変化・効果
※複数の段階で示しています

取組が目指す
最終的な状況

②住民同士の日常のつながり
が増える

⑩多様な立場や背景、価値
観の違いを知る機会が増える

④孤立している人が身近な地
域でつながる機会がある

⑪幅広い市民参加に向けて、
これまで参加できなかった人が
参加できる地域活動が広がっ
ている

⑫つながりや交流による健康
づくりを行う人が増える

⑬身近な地域に健やかに過ご
すための場所や機会が増える

⑥多様な主体による地域活
動が広がる

⑦多様な主体が地域課題を
共有している

⑨個別課題解決の視点を
持った地域支援ができている

⑧地域における個別の困りご
とを関係者が連携して受けと
められる（支援者がひとりで抱
え込まない）

⑤意思決定に支援が必要な
人も、地域の中で自分らしく
暮らせる

(E)住民が多様性
を理解し、尊重し
あえる

(B)困りごとを抱え
る人が安心して自
分らしく暮らせる

(F)住民のつながり
を通じて健康が増
進される

(C)多様な主体の
連携・協働による、
地域課題の解決
に向けた活動が充
実する

(D)住民・関係機
関・団体が連携し
て、複雑・多様化
した課題を抱えた
人に継続的に寄り
添い、関われてい
る

①困りごとを抱えた人に気付く
機会が増える

③住民同士が地域課題の解
決に向けて話しあえている
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